
ふくしま国際施策推進プラン（令和３年１２月改定）の概要

第１章 はじめに

第２章 現状と課題

１ 多様な地域住民同士の連携・共創

１ 改定の趣旨 １ 基本目標

２ 基本政策

○ 東日本大震災からの復興の状況を始め、本県を取り巻く社会経済
情勢も大きく変化してきていることから、必要な改定を行うもの。

１ 多文化共生と地域社会のグローバル化
⇒ 県民がお互いを理解し、安心していきいきと暮らせる環境づくり

海外との様々な交流などを通じた人材の育成等

２ 世界へ挑み続ける
⇒ 複合災害から復興に向かう「ふくしま」に誇りを持ち、挑戦を続ける

一人一人が自分らしく輝き、世界へ挑む、共に創るふくしま

第３章 計画の基本目標と基本政策

第４章 基本施策

第５章 プランの推進体制

２ 計画の位置付け

○ 県総合計画の部門別計画。本県の国際施策に関する取組の方向性
を定めるもの。

３ 計画の期間

○ 令和４年度（２０２２年度）から令和１２年度（２０３０年度）までの９年間

１ 我が国の現状

（１）外国人住民の増加・多国籍化
（２）入国管理制度の改正等
（３）日本語教育ニーズの高まり
（４）多様性と包摂性のある社会の実現
（５）デジタル化の進展
（６）自然災害の激甚化、新型感染症の影響
（７）多文化共生施策の動き

２ 本県の現状

（１）外国人住民の増加・多国籍化と人口減少
（２）各国との交流の広がり（姉妹都市交流）
（３）多文化共生施策の動き
（４）貿易及び外国人観光客の動向

３ 課題

（１）外国人住民との共生
（２）人口減少・少子高齢化とグローバル化への対応
（３）東日本大震災・原子力災害からの風評払拭、輸入規制緩和・解除

２ お互いを学び理解する地球市民の育成

３ ふくしまに誇りを持ち世界に挑み続ける

１ 各主体の役割

○ 県、市町村、国際交流協会、ＮＰＯ等外国人支援団体、県民・企業等

２ 進捗管理及び見直し

○ 各施策の取組や指標の状況に基づく進捗管理、プランの適宜見直し

（１）多言語によるコミュニケーション支援
（２）地域住民の意識啓発と外国人住民の社会参画支援
（３）外国人住民への生活支援

（１）多様なネットワークをいかした国際交流の推進
（２）外国人住民との連携・協力による地域活性化の推進
（３）ふくしまの知見をいかした国際貢献

（１）世界の英知を活用した産業の振興
（２）風評払拭と輸入規制緩和・解除、インバウンドの推進



ふくしま国際施策推進プラン（Ｒ３年度改定版）の概要

○行政・生活情報の多言語化、相談体制の整備
〔多言語・やさしい日本語での対応 など〕

○日本語教育の推進 〔学習環境の整備、教育人材の育成〕

（１）多言語によるコミュニケーション支援

○外国人児童生徒の教育機会の確保
○働きやすい職場環境づくりの促進
○外国人住民の災害時の支援体制の整備
〔防災情報の多言語提供、平時からの防災対策の推進 など〕

○外国人住民への医療・保健・福祉サービスの提供
○留学生に対する支援 〔県内での就職・起業支援 など〕
○感染症流行時における対応
〔多言語による情報提供・相談対応 など〕

（３）外国人住民への生活支援

基本施策１ 多様な地域住民同士の連携・共創

○多文化共生の意識啓発・醸成 〔相互交流の場づくり など〕
○外国人住民の社会参画
〔地域の担い手として活動できる環境づくり など〕

（２）地域住民の意識啓発と外国人住民の社会参画支援

○留学生や国際交流員、外国人コミュニティ、在外県人会との連携
〔留学生と地域住民との交流の場の提供〕
〔ＪＥＴプログラム招致者のネットワークをいかした交流促進〕
〔海外における情報発信の拠点として在外県人会と連携 など〕

○長年交流を重ねてきた中国、カナダ、ニュージーランドなどとの
交流や東京オリンピック・パラリンピックを契機とする交流の推進

（１）多様なネットワークをいかした国際交流の推進

○本県の復興へのプロセスを共有することによる国際貢献
〔国内外への情報発信、国際関連事業の企画力向上 など〕

（３）ふくしまの知見をいかした国際貢献

基本施策２ お互いを学び理解する地球市民の育成

○外国人住民の視点や知見をいかした取組の促進
○国際化が進む地域社会の担い手としてのグローバル人材の育成
○外国人住民と連携・協力した地域活性化の推進

（２）外国人住民との連携・協力による地域活性化の推進

○世界各国との経済面での連携強化
〔ジェトロ福島貿易情報センター等との連携、外国人材の活用〕

○先端産業における海外への販路拡大と海外からの投資の促進
〔再エネ、ロボット、医療機器、航空宇宙関連産業の振興〕
〔知的財産の戦略に対する助言や取得への支援〕

（１）世界の英知を活用した産業の振興

○風評の払拭と輸入規制の緩和・解除
○県産品に関するマーケットの販路維持と新規開拓
○インバウンドの推進
〔観光プロモーション、受入環境整備、空港の利便性向上 など〕

○世界的に加速する経済・社会のデジタル化への対応
○国際会議等の誘致を通した風評の払拭

（２）東日本大震災・原子力災害による風評払拭と輸入規制緩和・解除、
インバウンドの推進

基本施策３ ふくしまに誇りを持ち世界に挑み続ける
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